
　　　　平成 30 年 4 月 1 日から、障害者雇用義務の対象として精神障害者が
加わり、法定雇用率が引き上げられました。ダイバーシティの真の実現のため
には、精神障害者、中でも発達障害の職員が能力を発揮し活躍できることが重
要です。しかし、発達障害の職員のやる気を引き出す職場環境を実現できてい
る職場は少ないのが現状です。そこで、本講座では最先端の研究に裏付けられ
た実効性のある具体的対応をご紹介いたします。働き方改革の実効的展開を推
進する講座です。

趣　旨

開 催 日 程 2 月 1 日（金）/ 開催場所：フクラシア東京ステーション　会議室Ｈ

お申し込み
お問い合せ

筑波大学エクステンションプロクラム　

Tel:029-859-1648
http://extension.sec.tsukuba.ac.jp

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2　
高細精医療イノベーション棟 1F

お申し込みは HP にて

（受付時間：月～金 9：30 ～ 17：00）

企業
必須

[ 職場の発達障害への具体的対応　決定版！ ]

開会のご挨拶

発達障害の本質的理解とイノベーション １ 
～運営リスク管理としての対応～

発達障害の本質的理解とイノベーション ２ 
～発達障害を発達させる戦略～

発達障害にある人の包括理解と支援のあり方として
～オープンダイアローグ～

13:00-13:10

1 限
13:10-14:40

2 限
14:50-16:20

3 限
16:30-18:00

講　師内　　容時　間

松崎一葉

松崎一葉

松崎一葉

斎藤　環
大井雄一

受 講 対 象 者
受講人数　　：  100 名（最小開講人数：50 名）　先着順
受講費用 　   ：  50,000 円（税込）　
募集締切日　：  2019 年１月 15 日（火）まで
修了証発行　：  全講座に参加した受講者には、筑波大学発行の受講修了証が授与されます。

役員・管理職など組織を管理する立場にある方、人事労務担当　など

働き方
改革の

実践
受講
受付中

開催日
2019.

金

13：00より開始

2.1

筑波大学エクステンションプログラム

職場の発達障害への具体的対応

Matsuzaki Saito

日本における「オープンダイアローグ」
の第一人者！

筑波大学産業精神医学の先駆者
「働き方改革」を基に語る発達障害

決定版！



お申し込み
お問い合せ

筑波大学 エクステンションプログラム　　

Tel:029-859-1648（受付時間：月～金　9：30 ～ 17：00）

http://extension.sec.tsukuba.ac.jp
ext_pro16@ilc.tsukuba.ac.jp

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2　高細精医療イノベーション棟 1F

お問い合せはこちらから

筑波大学エクステンションプログラム事務局

お申し込み方法

お申し込みは HP にて

WEB サイトより　 講座を選択 お支払いはカード決済

http://extension.sec.tsukuba.ac.jp

WEB サイトにアクセス
し、お申し込みフォーム
よりお申し込み下さい。

希望の講座ページより
お申し込み下さい。

※受講可否については後日事務局より連絡いたします。

このエクステンションプログラムは、社会貢献の 1つの形として、本学の高度で先駆的な研究・

教育分野から得られた成果をいち早く社会に還元し、皆様に見える形でお届けすることを目的

としています。他に例を見ない学際的な融合により、火花を散らしながら生み出された最先端

の学問を、それを基盤とした社会還元を目的としたプログラムを通じて、直接感じていただけ

れば幸いです。
筑波大学長　　永田恭介

講師紹介 地図

お手持ちのカードで
簡単に決済できます。

ペイジ－も使えます。

筑波大学医学医療系産業精神医学・宇宙医学グ
ループ教授。1989 年筑波大学大学院博士課程修
了。医学博士。産業精神医学・宇宙航空精神医学
が専門。官公庁、上場企業から中小企業まで、数
多くの組織で精神科産業医として活躍。また
JAXA 客員研究員として、宇宙飛行士の資質と長
期閉鎖空間でのサポートについても研究してい
る。「クラッシャー上司」の命名者の一人。 筑波大学　教授

松崎　一葉

筑波大学　教授
斎藤　環

フクラシア東京ステーション　会議室Ｈ
〒100-0004　東京都千代田区大手町 2-6-1　
朝日生命大手町ビル 5F,6F　

【交通機関】
JR[ 東京 ] 駅・地下鉄 [ 大手町 ] 駅　地下直結
JR[ 東京 ] 駅・日本橋口徒歩 1 分

筑波大学医学医療系社会精神保健学教授。筑
波大学大学院博士課程修了。医学博士。思春期
学会発達障害小委員会委員。思春期・青年期の
精神病理学、病跡学、ラカンの精神分析、「ひ
きこもり」の治療・支援ならびに啓蒙活動が専
門。 著書に 「文脈病（青土社）」「社会的ひきこも

筑波大学　助教
大井　雄一

り（ＰＨＰ研究所）」「生き延びるためのラカン（バジリコ）」
「オープンダイアローグとは何か（医学書院）」など。

筑波大学医学医療系産業精神医学・宇宙医学グル
ープ助教。2012 年筑波大学大学院博士課程修了。
博士（医学）。人間関係とストレス対処力を専門と
し、研究機関等での精神科産業医実務へ応用して
いる。オープンダイアローグの実践者を育成する
トレーナーになる為のトレーニングコースをフィ
ンランドで受講中であり、その普及と実践の為の
活動も継続している。


